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進行肝細胞癌治癒切除後における機能性食品 AHCC® 

による再発予防効果と安全性 

 
 
ポイント 
・進行肝細胞癌に対する治癒的肝切除 
・手術後再発予防 
・機能性食品 AHCC® 

 
概要 

北海道大学病院消化器外科Ⅰの神山俊哉診療教授らの研究グループは、治癒的肝切除後の進行肝細
胞癌患者の補助療法として、抗炎症および免疫調節機能を通じて抗腫瘍効果、抗炎症作用を発揮する
とされるアミノアップ社が製造する担子菌培養抽出物 AHCC®を用いて、その再発予防効果、安全性
を検証しました。その結果、末梢血リンパ球比の維持と血清アルブミン値の術後早期回復、炎症関連
スコアの値が手術後の経過中、良好または正常に維持されました。切除後 2年無再発生存率は、既報
に比べ約 10%改善され、全ての被験者において有害事象はありませんでした。 
なお，本研究成果は，2022年 1月 25日（火）公開の Integrative Cancer Therapies 誌に掲載され

ました。 
 
【背景】 
進行肝細胞癌に対して治癒切除ができても再発が多い一方、マルチキナーゼ阻害薬などの新規薬物療

法出現後も肝細胞癌治癒的肝切除術後アジュバント療法は確立されていません。Lentinula edodes菌糸
体の培養抽出物である AHCC®は、抗炎症作用と免疫調節作用を介して抗腫瘍効果を発揮すると報告さ
れています。 
治癒的肝切除後の進行肝細胞癌患者の補助療法としての AHCC®の再発予防効果としての有効性と安全
性を評価しました。 
 
【研究手法】 
シングルアーム、非ランダム化、オープンラベルで行いました。治癒的肝切除術後の進行肝細胞癌患

者に、AHCC®（1g）を 1日 3回、2年間経口投与とし、再発が確認された時点で中止し、再発病巣に対
する治療を行いました。2016年 10月から 2019年３月までに当科で肝切除を受けた進行Hepatocellular 
carcinoma（肝細胞癌）患者で、BCLC分類※１StageB、あるいは StageAでも腫瘍マーカーである AFP 、
PIVKA-II 高値でその積が 1×105以上の症例を対象としました。 

 



 

【研究成果】 
31例の同意が得られ、29例に AHCC®が投与され、プロトコール完了例は 28例でした。他癌腫罹患

3 例、辞退 1 例により 4 例が除外されました。毒性や有害事象は認められませんでした。再発は 13 人
（13/25、52%）に見られ、残肝再発が多発 3例、単発 6例、肝外転移（肺、骨）を伴う残肝再発が 1例
でした。再発までの平均期間は 9.5カ月、切除後 2年無再発生存率は、既報に比べ 10%改善し、除外症
例を除く 25 例で 48％、服薬歴がある症例を含む 29 例で 55.2％でした。肝外転移のみの症例はリンパ
節と肺に 1例ずつ認めました。2年間の経過観察期間中の死亡は 1例であり、癌の再発進行からでした。
血清アルブミン値は、術後 1カ月目に最低となり 6カ月目には術前レベルまで回復し、リンパ球比は経
過中著明な悪化はありませんでした。再発有無の両者間で有意差はありませんでした。以上から AHCC®
は進行肝細胞癌に対する治癒的肝切除術後の再発予防に安全かつ有効な機能性食品であることが示唆
されました。 
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【今後への期待】 
今回の試験は限られた集団での検討でありますが、進行肝細胞癌の術後に AHCC®を内服することは、

安全であり、再発を予防する効果が期待できることが分かりました。AHCC®は機能性食品であり、比較
的容易に入手できることから、再発予防に対する補助食品として多くの症例に使用してもらうことを期
待しています。また今後、さらにエビデンスレベルを高めるためには、大規模な無作為化試験で検証す
る必要があると思われます。 
 
【用語の説明】 
※１BCLC分類：バルセロナ臨床肝癌（BCLC）病期分類（参考文献 Hepatology Vol73,NO.S1,2021） 

 ※AHCC®は株式会社アミノアップの登録商標です。 
 
【本研究への支援】 
この研究は、2018 年に施行された臨床研究法に基づき厚生労働省が新設した臨床研究データベース

（jRCT：Japan Registry of Clinical Trials）に特定臨床研究として登録されたものです。 
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